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んでいきたいなというふうに思ってます。大事なのは、やっぱりこれからも応援してるよ、糸魚川

は、私たちのふるさとというのはこういう地域なんだよというふうなメッセージを、熱いメッセー

ジを、成人を迎えた子供たちに送り届けたいというふうな思いでいっぱいであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

東野議員。 

○９番（東野恭行君） 

地方によっては、１８歳の新成人に対するお祝いは、行わないという地方も結構多いのかなとい

うふうに感じております。そういった中で、糸魚川市におきましては、この１８歳の新成人を祝う

会を大切な事業だということで位置づけられてることに関しては私も同感しておりますし、継続し

ていただきたい、このように思っております。さらなるいい内容を考えていただいて、新成人にし

っかりとお祝いの気持ちを伝えていただきたいですし、新成人の皆さんも喜んでいただけるような、

そういった事業を展開していただきたい、このように思います。 

以上で、私の一般質問を終了させていただきます。 

○議長（保坂 悟君） 

以上で、東野議員の質問が終わりました。 

関連質問はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

関連質問なしと認めます。 

１１時１０分まで暫時休憩といたします。 

 

〈午前１１時０１分 休憩〉 

 

〈午前１１時１０分 開議〉 

 

○議長（保坂 悟君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、田中立一議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 〔１１番 田中立一君登壇〕 

○１１番（田中立一君） 

市民ネット２１、田中立一です。 

発言通告に基づき、一般質問を行います。 

１、防災について。 

能登半島地震から間もなく１年がたとうとしており、次第に収まりが見えてきたかに思えたが、



－ 172 － 

先月２６日には震度５弱（糸魚川は震度３）の地震が発生した。 

元日の地震では多くの市民が避難し、市内で初めて液状化現象が見られ、擁壁が崩落し、住宅も

各地で被害を受けた。 

また、下水道管も数か所損傷するなど、生活インフラにも影響があり、最近になって地震が原因

と見られる農道の崩落なども発生していることから、能登半島地震の教訓をどのように捉え、検証

し、見直しをしているか、以下伺う。 

(1) 液状化と擁壁の崩落について。 

① 液状化被害を受けた住宅は最終的に何件で、液状化調査は能生・青海でも行われたか。 

② 今後、液状化のおそれのある地域への対応はどのように考えているか。 

③ 京ケ峰地区の擁壁崩落は「空積み」が原因と聞くが、市内に同様の「空積み」の擁壁に

ついての調査は行われたか。 

(2) 避難施設と運営について。 

① 施設の収容数を超えた避難者の場合の想定と対応について。 

② 私設の自主避難所への支援について。 

③ 「避難指示発令」以外に発令等見直しの検討をしていることはあるか。 

④ 自宅等避難施設以外の避難者把握に対する考えについて。 

⑤ ペット同行避難の庁内関係各課、保健所の連携と避難訓練について。 

(3) 耐震シェルター・防災ベッドの普及について。 

① 耐震シェルターの申込み状況を伺う。 

② 能登半島地震後の耐震診断について、申込み状況を伺う。 

(4) 上下水道設備の耐震化について。 

  能登半島地震では「水」が使えることの重要性・公共性が改めて認識され、教訓にして上

下水道の地震対策を強化・加速化するため、国土交通省は９月末、水道事業を担う市町村ご

とに「水道カルテ」を作成し、年内をめどに公表すると明らかにした。水道管などの耐震化

率や料金水準が簡単に把握できるようにするという。 

① 市内の上下水道の耐震化の状況について伺う。 

② 災害に強く、持続可能な上下水道システムの構築に向けて「上下水道耐震化計画」の策

定取組について伺う。 

２、古民家について。 

人口が減り、集落に空き家が増え、環境悪化や治安の悪化などで周辺住民にとって大きな課題に

なっている。 

一方で、建築年数が５０年以上、中には１００年以上たっている古民家と言われる建物は、現在

では使われない太い柱やはりなどを用い、建材が味わい深い趣を作り出しているところから、店舗

等に重宝されている。 

市内にこのような古民家がまだ多く存在しており、空き家になっているモノもあるのではないか。 

個人の所有物であるが、地域の歴史的、文化的な貴重な資源として保存、利活用する取組につい

て考えを伺う。 

３、農業政策について。 
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(1) 来年度の主食用米の生産量目標と作付面積目標について。 

  新潟県農業再生協議会は米の品薄を受け、本年産目標を１万６,４００トン上回る５６万

２,４００トンにすると公表した。糸魚川市は本年、県内で唯一前年産より目標を下に設定

したが、来年度の目標をどう考えるか伺う。 

(2) 第６期中山間地域等直接支払制度について。 

  集落機能を強化し、コミュニティとしての維持を意図して第５期の「集落機能強化加算」

が措置されたと言われるが、第６期では見直しされる報道がある。第５期との違いと第６期

に対する取組状況を伺う。 

以上、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

田中議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目と２つ目につきましては、被害を受けた住宅は６件で、現在、国と連携

し、被災した地域を中心に調査を行っております。 

今後、被災地域以外の調査について、手法も含め、検討を進めてまいります。 

３つ目につきましては、市の管理施設の一部において調査を行っております。 

２点目の１つ目につきましては、避難者が収容数を超える見込みとなった段階で、避難所を順次

開設する対応を行っております。 

２つ目につきましては、自主防災組織補助金などによる支援を行っております。 

３つ目につきましては、国の避難情報に関するガイドラインに基づき対応いたしております。 

４つ目につきましては、自主防災組織による自治会単位での把握が重要な手段であることから、

引き続き、防災訓練での取組を周知してまいります。 

５つ目につきましては、通常の避難訓練の中で実施いたしております。 

３点目の１つ目につきましては、補助制度への申込みはありません。 

２つ目につきましては、１８件の申込みがありました。 

４点目の１つ目につきましては、５年度末の上水道基幹管路の耐震化率は３８％、簡易水道は

４６％、下水道の重要な幹線は５２％であります。 

２つ目につきましては、一体的に耐震化を推進するため、上下水道耐震化計画を策定中でありま

す。 

２番目につきましては、古民家は空き家として一定のニーズがあることから、空き家バンクに登

録していただくことで、利活用が図られるものと考えております。 

３番目の１点目につきましては、県の方針に基づき、生産量を引き上げるよう、関係機関と連携

を図り、収量及び品質の確保について、生産者へ周知してまいります。 

２点目につきましては、第６期制度では、ネットワーク化とスマート農業の加算措置が創設され

ると聞いております。 

各協定の実情を踏まえ、必要とする加算措置の活用を周知してまいります。 
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以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては所管の部・課長からの答弁

もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

すいません、質問の順序を３番の農業政策からお願いします。 

今答弁をいただいて、引き上げるように働きかけをすると。現実的にはどうなのかなという、そ

の感触をまず伺いたいところなんですけれども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

実情といたしまして、やはり自然減、いわゆる耕作放棄される水田も多くございますが、現在、

飼料用米を作付している田んぼですとか、転作物やっておられる田んぼもございますので、そうし

たものを主食用米のお米の生産に回せないかということで、今後、関係機関、また農家の皆さんと

相談し、できるだけ県が示す目安に近づけるよう、作付面積の増加に努めてまいりたいというふう

に考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

１つは生産者の生産意欲、モチベーションが上がるかどうか、そういったところがあるんじゃな

いかなというところを思うんですけれども、それには今年、仮払金が大幅に増加をしました。この

仮払金の増加、これからどうなっていくのかなと思うんですけれども、それに対して、また肥料と

か、あるいは資機材が、燃料が非常に上がっておるわけですけれども、このモチベーションを上げ

ていくためには、もうかるという感覚がないとなかなか難しいのかなと思うんですけれども、生産

コストというのは、この市内の農家の生産コスト、また、もうかるのかどうか、その辺の今の状況

はどのように捉えてますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

農林水産省では、毎年、お米の生産コスト、具体な数字を公表しております。令和５年、昨年の

生産コストでございますが、６０キロ当たり、１袋当たり１万５,９４８円というふうに公表いた
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しております。これはあくまでも個別経営体ということで、個人の農家、いわゆる法人組織等でな

くて個人なんですけども、それに対しまして今年度、令和６年度のコシヒカリのＪＡの仮渡金、糸

魚川地域では１万９,１００円ということで、単純に数字比較いたしますと収入が支出を上回るよ

うな状況になっておりますが、この公表されてる数字につきましては全国平均ということですので、

当然、経営体の規模ですとか地形的な条件、いろんな条件が重なってまいりますので、この数字と

いうのは一概に捉えることはできないと思います。私どもも今年の収穫が終わった後、農家の皆さ

んから、また、関係機関と協議していく中では、なかなかやはり厳しい状況、経営状況が厳しいと

いう声が多いのかなというふうには感じております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

今、コストを伺いました。また、仮払金の金額も伺いました。計算すると大体３,０００円ぐら

い、１俵当たりですね、６０キロ当たり。この辺の耕作条件を考えると、対象が少ない。それから

耕作条件があまりよくない。この３,０００円がどれだけ縮まってくるのかと。そういったところ

を市としても把握する必要があるんじゃないのかなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

特にこの近年、生産コストの部分では、やはり資機材の高騰等ございまして、非常に厳しい状況

が続いているかなというふうに捉えております。市といたしましても関係機関と協議いたしまして、

やはり生産コストの削減という部分で、今、基盤整備ということで圃場整備の推進ですとか、いわ

ゆる農業用施設、用水路、道路等の改築ということで、生産コストを下げるような施策は取ってお

りますが、今後とも農家の声を聞きながら、どうした施策が農家にとって収入につながるのか、そ

の辺りは、また研究してまいりたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

やはり市内のそういった生産者のデータはしっかり取っていただきたいなと私は思うので、要望

しておきますが、仮払金、農家の収入が上がることに、私は賛成ですし、これからもなんですけれ

ども、それに伴って、やはり消費者価格、消費者米価、そちらのほうも上がっていくというのが今

の政策の現状じゃないかなと。ここはやはり政策の見直しが必要なんじゃないかなと思うわけです

けれども、進められております食料安全保障の観点からも、そういった見直しのほう、働きかけを
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お願いしたいなと思うんですけれども。やはりこの食料・農業・農村基本法、今これから食料自給

率とかいろいろ取り沙汰されているわけですけれども、やはり生産者がもうかって、消費者は毎日

食べるお米が買いやすい、そういう制度でないといけないんじゃないかなと思うんですけど、その

辺のお考えを、市としての考えを伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

お米に限りませんけども、やはり生産に係るコストが適切に、いわゆる販売価格、価格設定に設

定されるということは重要なことだというふうに考えております。 

ただ、今言われるように、やはり需要と供給のバランスもございます。今、国のほうでも、やは

り消費者離れというのを一番恐れておりまして、そのための米の量というのを、絶えず在庫量を確

認しておりますので、市といたしましてもやはり売れるお米作り、いわゆる糸魚川産の場合ですと

かなり品質が良いということで、消費者の人気もあるというふうに考えておりますが、今以上の品

質向上に向けて、関係機関とも連携してまいりたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

米価が高くなって、お米離れが進む。あるいは外国産米に流れる。そういう循環がもし、それが

あるとすれば、それは何とかしなければいけないし、米を主としているこの地域においても大きな

影響が出るんじゃないかなと。私としては、やはり戸別所得補償方式、あるいはそれに準ずる政策

をこれから市としても求めていってもらいたいと思うんですけども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

私どもは、新聞報道でしか分かりませんけど、やはり今、国のほうでは所得補償、また直払いと

いうような形で農家を守ろうという議論もされておるというふうに聞いております。具体なものは

まだ出てきておりませんけども、今後の国の動きにつきましては注視してまいりたいというふうに

考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 
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○１１番（田中立一君） 

ぜひ国のほうへも、あるいは県を通じてでも、生産者を守って、先ほどお話しした生産意欲が高

まるような政策のほうを要望していってもらいたいなと思います。 

もう一つは、昨年、特にそうだったんですけれども、猛暑に強い米作り、これに対してどういう

ふうにされてるか。先日も生産者米価の大会があったりもして、そういったこともお話がありまし

たけれども、ＪＡや農家を対象にして、暑さに強い米作りの研修会が結構あったよというふうに聞

いてるんですけども、そういうことへの生産者の研修会等に対する考えというのはどうなんでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

昨年の高温・渇水の状況を受けまして、今年度から農協のほうでも、農家の皆さんに対しまして、

田植の時期ですとか、水管理、かん水の時期等、いろいろとご指導させていただいております。今

年の結果というのは、これから農協のほうでも精査すると思いますので、またそうした結果を見て

まいりたいと思いますし、県のほうでも、やはり暑さに強い米ということで今、新しい米の開発に

も取り組んでいるということでございますので、今後のそうした動きを注視しながら、農家の皆さ

んに適切な米作りができるよう、また市といたしましても、どういった指導ができるか検討してま

いりたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

できればもうちょっと具体的な、こういう取組をぜひ市としては力を入れていきたいなとか何か

あれば伺いたかったところです。もしあれば、また次のあれでお願いします。 

この（２）のほうとも関係してくるんですけれども、結局、中山間地直払いだとか、ほかの多面

的機能とかという、そういったこともあるんだけど、５年ごとの単位になっているわけで、市内の

今、もうこれから５年後、さらには１０年後の先の農業というものをどのように捉えているのかな

と。市としては、その辺どのように捉えていますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

日本型直接支払のほうは、今言われるように５年単位になっております。今、私ども１０年先の

農業、どの農地を、誰が、どういった作物を作るかということで、地域計画ということで各地域に
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入らせていただきまして、声をお聞かせいただいて、その計画を年明けから取りまとめして、公告

する予定になっております。なかなかやはり、担い手、高齢化という部分で厳しい状況が続いてお

ります。国のほうでも、今後はやはり個人農家というよりも組織化、やはり集落営農ですとか法人

化ということがやはりコストを下げる上でも一番大きなウエートを占めるんじゃないかということ

を言われておりますので、糸魚川市としても非常に厳しい状態が続いておりますが、やる気のある

農家さんもたくさんおられますので、そうした皆さんとお話合いをさせていただきながら、もうか

る農業について、今後も農家の皆さんと話し合っていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

先ほどからの話の中であるように、やる気、生産意欲、それがどうかなというふうになってるわ

けですよね。今かなり大規模化、集積も進んできているわけなんだけれども、今年の特徴としては

仮払金が上がったわけだけれども、直接販売している生産者の方は、逆に収入があまり上がらなか

ったという話も聞くんですけれども、その辺の把握は、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

私ども、なかなかの農協へ出荷されたお米については動向等を把握しておりますが、直接支払い

されてる農家ということになりますと、法人・個人も含めて多数おられまして、なかなか具体にそ

うした声というのは聞いていないというのが実情でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

あらゆるそういったものも、情報は必要なんじゃないかなと思うわけでありますよね。 

（２）のほうになっていきますけれども、この第６期のほうにおいては、機能強化、ネットワー

ク化ですね、ネットワーク化を今度推進するというふうになっているんですけれども。糸魚川にお

いて、今の集落協定の中でネットワーク化がなかなかどうなのかなという懸念もあるんですけれど

も、先ほどの答弁ではネットワーク化を進めていく、あるいは加算措置のほうに期待する話がある

んですけれども、ちょっとその辺の考えを具体的にお願いできますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 
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○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

まだ、この制度につきまして最終的な結論というのが出ていなくて、今、農林水産省のほうでも、

今までありました集落機能加算というものの制度をどうするかということをかなり議論されている

ようです。ネットワーク化というのは、遠くの集落と手を結ぶというのも一つなんですけども、い

わゆる１つの集落内で、いわゆる農業をしていない、いわゆる非農業者の皆さんですとか、例えば

組織でいいますと青年会や老人クラブ、婦人会というような組織があると思いますけども、そうし

た皆さんと一緒に集落を守る、農業を守るというようなやり方も一つの加算事業になるのかなとい

うふうなことで今、農林水産省のほうから聞いておりますので、今後の農林水産省の具体的な動き

を見ていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

その集落機能強化加算なんですけれども、これに取り組む集落というのは、協定にしているとこ

ろは、今回見直しになった大きな原因は、やってるところが少ないというふうに言っているわけで

すよね。数字にしても大体全体の２％とかというふうに、もうネットやなんかを見るとあるんです

けれども、糸魚川は、この取組についてはどういうことになってるか分かりますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

集落機能加算につきましては、参加協定が少ないということよりも、やはり費用対効果の部分で

の、いわゆる財務省との関係なのかなというふうに私ども報道を見る限り、考えております。糸魚

川市内におきましても、全ての協定入ってるわけではございませんけども、いわゆる地域の花壇作

りですとか、地域の、いわゆる集落内の道路の整備ですとか、いわゆる農業施設とは別の部分の活

動に利用できますので、そうしたことで加算に加入している協定もございます。そうしたことで集

落の維持に努めておるというふうに捉えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

私は、この集落機能強化加算も必要なことじゃないかなとは思っているし、これを当てにしてる

といいましょうか、いろいろと取り組んでいる集落もあるわけですよね。もしもこれがなくなった

らどうなるのかなということを想定した場合、どのようなことが考えられますか。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

やはり集落を維持するために、集落の景観保全等に努力して、こちらの加算金を利用されている

集落も多くございますので、やはりこの制度そのものが廃止ということになりますと、集落の活性

化という部分に大きな影響が出るのではないかというふうには考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

黙って我々も見守っていいのかなという気もしないでもないんですけどね。もうちょっと声も上

げていかなきゃいけないんじゃないかなと思ったりするわけでありますが。 

もう一個、今後の農業についてなんですけども、新たな取組の中で、去年あたりから地域おこし

協力隊が集落に入ったりということで期待をされているわけなんですけれども、もしもそういった、

募集をして集まるものならば、１つ、そのミッションの中に無農薬とか、あるいは減農薬に対する

取組の人を募集する。これは、こっちになってくるのかな、ちょっとあれなんですけども、そうい

う考えというのは、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

確かに今回、地域おこし協力隊の方２名、糸魚川で採用しておりますが、そのときに、採用にな

らなかった方の中で現場を見に来て、いわゆる無農薬農業をやりたいという、非常に積極的にやり

たいということを言っておられた方もおられました。 

ただ、実際、現場を見にきたときに地形的な条件等で、やはり自分の田んぼで無農薬やっている、

虫ですとか病気ですね、入ったとき、隣の田んぼが近いというようなことで、なかなかちょっと厳

しいのかなということで諦めたという方もおられます。ですから、糸魚川市といたしまして、そう

した農業、多様性のある農業というのは必要だというふうに考えておりますので、そういう条件で

おいでになられても、また相談には乗っていきたいというふうには考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 
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応募する段階において、こういう無農薬、あるいは農薬を減らした農業をミッションとして最初

からやっていく。そのための条件もどうやったら整えられるのか、そういうのをもっと積極的とい

ったらいいんでしょうか、見据えた、せっかくやりたいと言ってこられた方が、最終的に選ばなか

ったというのは、もったいないというか残念だなという、その話も私も聞いたわけなんですけれど

もね、これはやはり増やしていかなきゃいけないんじゃないかなと。地域によっては、それを無農

薬で作った産物を学校給食に当てると。無農薬のものは、どうしても単価が高くなってくる。生産

コストが上がってくるわけだけれども、１つの、農林水産課なら農林水産課だけじゃなくて学校教

育のほうの費用といいましょうか予算、その中で連携する中において、食育といいましょうか、含

んでいくのにも大きなものがあるんじゃないかなと思うんですけども、考え、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

地域おこし協力隊につきましては、やはり地域からの要望というのが、希望というのが一番大き

いと思います。昨日の質問の中でも答えさせていただいてるんですが、やはり地域おこし協力隊と

いうことになりますと、特に農業の場合ですと、営農ですとか日常の生活の指導というのはもちろ

んなんですが、３年間という期限の後、やはり地域に残っていただきたい。そうすると長期的な目

で、長期的な支援施策ですとか永住に関わる支援を地域がどうやっていけるかということが、まず

一番大事になってくるかと思います。あと、地域の皆様との思い、いわゆる農業方法につきまして

も、地域おこし協力隊に募集される方と地域が求める農業が一致しないと、なかなか一緒になって

やっていけないのかなというふうなことがございますので、地域おこし協力隊の応募された方の気

持ちも大事ですが、やはり地域の方のご希望というのも尊重していきたいというふうには考えてお

ります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

地域おこし協力隊でなくても、その地域、あるいは農業をやっていかれる方の中で、オーガニッ

クについて関心をお持ちの方がやりたいという声を出せるような環境を、またぜひ進めてもらいた

いなと。 

先月でしたか、上越でもオーガニックフェスタが開かれて、大変なにぎわいをやってましたし、

県内各地でやったりして、非常に関心が高い分野じゃないかなと。１つは、やはり農業の生き残り

の中の方策として考えてもらいたいと思いますので、ここはよろしくお願いして、次に、１番から

お願いをいたします。 

液状化でありますけれども、液状化の調査は、能生、青海でも行われたかということに対して、

行っているのか、行っていないのかがよくあれなんですけれども、１月４日の報道では、能生、青
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海地域などでも調査を進めるというふうな報道がありました。このことについては、いかがなんで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

液状化調査につきましては、現在、駅南・駅北地区をメインに調査のほうを行わせていただいて

おります。１月４日に調査をするというお話だったんですけども、こちらのほうにつきましては、

その前日でしたか糸魚川地域で液状化の現象が起きたという事案がありましたので、能生地域、青

海地域につきましても、そういった事案があるかというものを調べるということで説明させていた

だいたところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

先ほどの市長答弁では、住宅に関しては６件と。私も住宅と書いてあるから、それなんですけれ

ども、この物件の中には、教育相談センターとか、あるいは住宅以外、例えば車庫とか駐車場とか、

そういったものは含まれていないわけですよね。その辺、もし分かっていたらお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

先ほど市長答弁にありました６件につきましては、主に中央区の住宅の件数になります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

で、液状化のこの調査は、どこで何か所行われたか、もうちょっと詳しくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

液状化の調査につきましては、駅南・駅北地区におきまして、現地調査及び基本の文献調査によ

りまして、被害の概要、あるいは液状化のエリアの推定ということで、液状化現象の精査のほうを
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行いました。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

例えばボーリングの調査とかそういうことは、やったわけじゃないんですか、どうなんでしょう

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

ボーリング調査のほうにつきましては、春先からの調査の流れで、現在、駅北地区、中央区のほ

うで２か所、ボーリング調査のほうを実施してるとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

駅北地区で２か所というふうに伺ったんですけれども、中央区のほうの住宅が６件、私としては、

中央区のほうをしっかり調査をして、何のための調査なのか、その辺をはっきり、目的もお願いし

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

先ほど大変失礼いたしました。「駅北地区」ではありません。「駅南地区」の間違いでございま

したので、修正のほうをさせていただきます。 

ボーリング調査の目的につきましては、今後、例えばどのような支援といいますか、ボーリング

のデータに基づきまして、土質の状況とか水位とかを調べまして、今後どのような形で支援のほう

をするかを踏まえて、要は今の既存のデータと、今度、今被災直後のデータのほうを見比べまして、

支援策をどのようにするかの判定する材料ということで、今ボーリング調査のほうをさせていただ

いてるとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

五十嵐産業部長。 〔産業部長 五十嵐博文君登壇〕 

○産業部長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 
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若干、追加整理させていただきます。 

今までやってきて、春先までにやってきた仕事は、地形ですとか既存の文献、あと現地の踏査等

で、どっちかというと定性的に液状化の調査をしてまいりました。今現在、市長答弁にもございま

した、国交省と協力してというのは、少し欠けている部分に、実際にボーリング調査を加えて、液

状化に対する危険値、安全値みたいな、そういうやつを前回の調査と併せて今回の液状化の被害の

想定、被害エリアを決定したり、あと長﨑課長が申しましたのは、その先で、今度そのエリアで住

宅、実際に被害出た方、これから建てられる方へのどういう工法がいいか、それに対して支援はど

うあるべきかというところを、この先、今検討しているという状況でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

大分詳しく今、話伺ったんですけれども、今の調査の結果はいつ頃出るのかなという話になって

くるわけですよね。危険値、あるいは安全値と今言われました、それは「値」ということですか、

それとも土地の「地」なんでしょうかね、ちょっとその辺もはっきり教えていただきたいですし、

今後の支援の体制、これによってどのように変わってくるのかなと。その辺の見通しもちょっと、

ちょっと幾つか今言いましたけれどもお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

今ほど、駅南のボーリング調査のほうを行っている状況でございます。そのデータを基づきまし

て、今ほど部長も申しましたとおり、今後の支援策ということで、今、国土交通省さんのほうと協

力のほうをさせていただいて、ボーリング調査のほうが分かり次第、できるだけ早く、その辺の方

向性を、まず庁内のほうで決めさせていただきまして、それで少しでも早く、地元のほうには説明

できる方向で、今作業のほうを進めさせている状況でございます。 

○議長（保坂 悟君） 

ほかの質問への答弁は、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

今ほどお話ありました安全値（ＦＬ値）になりますかね。 

○１１番（田中立一君） 

先ほど部長が言われた危険値とかって、その値は、「値」か、それとも土地の「地」なのか、ど

っちかよく分からないということ。 
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○議長（保坂 悟君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午前１１時４８分 休憩〉 

 

〈午前１１時４９分 開議〉 

 

○議長（保坂 悟君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

失礼いたしました。今ほどご説明したとおり、土質試験といいますかボーリング調査を行いまし

て、危険な値ですね、を調べるということで説明させていただきました。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

値ということになると、それを数字で、ここは例えば１０段階に表すのか５段階に表すのか、よ

く分かりませんけれども、それによってどのようになっていくのかなというところをまず示してい

ただきたいなと。危険の値というと、なんかちょっと怖い感じもするんですけれども、調査をする

限りにおいては、その辺を今度、住民の皆様にも説明をしていかなければいけないんじゃないかな

と思うわけですし、もう今、既に住民の皆さんは、やはり住んでいかなきゃいけないから修理も始

まってんじゃないのかなと思うわけなんですけれども、その辺の説明に対する考えは、いかがなん

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指針というものがありまして、そちらのほうでは、液状

化に対する安全率、今ほど言われたＦＡ値なんですけども、そちらのほうを基にしまして、算定さ

れる液状化の厚みといいますか層と、あと、地表の変位量、そちらのほうを液状化指標値から液状

化の被害の可能性を判断することができるというふうにうたってありますので、そちらのほうを精

査させていただきまして、今後、作業のほうを進めさせていただく予定でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

その値だとかボーリング調査の結果によって、ここはどういうふうな地盤改良をはじめ、住宅、

あるいは土地に対してやっていかなければいけないというふうなものが出てくるんじゃないかなと

思うんですけれども、そういったことを示されることによって、国からの支援、そういったものや

なんかは、大分出てくるわけでしょうか。期待してよろしいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

今ほどの調査によりまして、支援ということになりますと、今、市と連携しております国土交通

省さんのほうと協議させていただきまして、例えば予防保全対策案みたいなものを検討中なんです

けども、例えば公共施設と宅地を一体とした面的な整備とか、あと、それに併せまして個別の対策

案とか、そのようなものを検討させていただきまして、今後の支援についても検討する必要がある

というふうに捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

国の支援を受けられる内容があるなら、やはり早くやって示していただけたらなと。私の捉え方

がちょっと違ってんのかどうかは分からないんですけれども、もう１年たつわけですから、そのよ

うにお願いしたいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

いろいろ調査のほうをさせていただいてるんですけども、なかなかちょっと進まない状況もあり

ますし、今後、今言った点を踏まえて、少しでも早く住民の方に説明できるような段取りで進めさ

せていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

よろしくお願いしますが、これまでこういう調査をしますよとか、今調査状況がこういうことに

なってますとか、あるいはもう修理が始まっている家等については、教育相談センターは何とか、

今の段階でもなんかそのままのように見えるんですけれども、駐車場、まだべこべこになってます
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わね。そういう地域住民に対して、これまでどんな説明だとか、あるいは対応というのをされたの

か、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

駅南地区の調査に関しましては、その都度というわけじゃないんですけども、地元の役員の皆さ

んには説明しながら、進めさせていただきました。 

なお、今回、土質調査を行うに当たりまして、その詳細につきましては、地区の回覧等で周知を

させていただいたとこでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

ぜひそのように進めてもらいたいですし、もう一個気になるのは、今相談センター、教育相談セ

ンターの話をちょっと出しましたけれども、ボーリング調査は、駅南だけのようにしか、さっきの

答弁は聞こえたんですけれども、駅北、大町ですか、あそこは寺町ですか、その辺の多くのちょっ

と範囲を広げると、住民の方も住んでおられますし、工場、会社等もあるわけですけれども、その

辺の調査というのは行う予定は、あるいは行ったんでしょうか、あるいは行う予定はあるんでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

今回の地震の被害で、一番目に見えて甚大な被害を受けたのは、やはり駅南地区でございました

ので、まず、そちらのほうで詳細の調査ということでボーリング調査のほうをさせていただきまし

て、また、全体の調査の中でも、当然、今回の地形に似たようなところとかも把握はしております

ので、市長答弁にもありましたとおり、また今後、この先につきましては、再度そういった手法を

含めて、調査のほうを検討させていただきたいと思います。 

〔「議長、休憩お願いします。」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午前１１時５６分 休憩〉 

 

〈午前１１時５６分 開議〉 
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○議長（保坂 悟君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

議事の都合で、昼食時限のため休憩といたします。 

再開を１時といたします。 

 

〈午前１１時５６分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（保坂 悟君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

午前中は、大変失礼いたしました。 

まず、今やってる調査の目的のところから、まず説明のほうをさせていただきます。 

当市の方針としましては、まず、実際に被害が生じた方々の、まず不安を取り除くことが最優先

でございまして、あと被害の発生といいますか、住宅周辺における、まず液状化の発生エリアを明

確にすること、それと一番重要なのは、発生のメカニズムといいますか、原因を特定しまして、今

後の地震による再液状化を防止するために必要となる対策等を検討の上、住民に示す、こういった

方向で、今調査のほうを進めさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

今、最終的にかどうかはともかく、調査の目的の話を聞く中で、再発防止の今話があったかと思

うんですけれども、これは個人の敷地内、あるいは建物の中においてもということに考えてよろし

いんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

まだ、具体的なところまでは決めてないんですけども、まずは、今既往のボーリングデータがあ

るんですけども、そちらのほうを整理させていただきまして、まず、エリア等を決めさせていただ

きまして、その上で、先ほど私、ボーリングと言ったんですけども、実際、液状化が発生した要因

ですか、そちらを確定するということで、今調査のほうさせていただきまして、今後そういった形
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で、どのような形で対策を進めればいいかという検討は、これから進めさせていただくというとこ

ろでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

要因の確定は、確かに大事だし、だけど、もう発生してから間もなく１年。また余震なのか、あ

るいは新たな地震なのかが発生している中において、住民の皆さんは不安に思ってるんじゃないか

なとは思うんですけれども、その辺の見通しというのは、ある程度立っているものなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

今、国のほうと調査のほうを連携しながら進めさせていただきます。既存の地質調査といいます

かを基に、今後、解析のほうを進めさせていただきまして、具体的にちょっと、いつかというのは

ちょっと明確には言えないんですけども、少しでも早く、住民の方にも周知できるような形で説明

させていただく予定でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

ちょっとまだ煮え切らないような、でも、もうかなり住んでるところも、あるいはそうでないと

ころも個人のところは対応しているんじゃないかと思うんですけれども、住んでるところなんかは、

私も発生当時、見せてもらったりすると家が結構傾いたり、凸凹があったりしていて、ずっとその

まま住んでるわけにもいかないんじゃないかなと思うんですが、新潟やなんかの話、見ていると、

健康被害の話もあったりするんですけれども、そういった健康被害等の話というのは、どっか出て

きているもんでしょうか。あるいは把握されてるところ、あるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

住宅の被害というのは、お聞きはしてるんですけど、今ほどおっしゃった健康被害というとこま

では承知というか、お聞きしてないところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 
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本当にね、だからそれでいいなとは思うんですけれども、十分に住民と接しているのかなという

のが一つ、先ほどからのやり取りで気になっているところでありますし、今後の調査結果にもよる

んですけれども、支援制度も考えていくのかなと。支援制度も早くやって示さないといけないんじ

ゃないかと。例えば新潟市は新潟市で、独自制度として新潟市液状化等被害住宅修繕支援補助金と

いうのを設けてますわね。そういうのをご存じかと思うんですけれども、糸魚川市としても独自制

度を、そういうものを設ける予定はありますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

新潟市の独自制度というのも、私は新聞報道で承知しております。当市の独自方法といいますか

対策につきましても、今後の調査結果を踏まえまして、また、庁内で検討させた上で、対策方法、

どれがいいのかということで、進めさせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

新制度に前向きに取り組んでいきたいというふうに受け取ってよろしいわけですね。 

京ケ峰地区をはじめとした擁壁の空積みについてに入らせていただきます。 

ちょっと今まで時間あれだったんですけども、市長の答弁では、管理している施設を今調査して

いると。これ、具体的にどこということは言えないんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

空積みの調査につきましては、まず、京ケ峰の団地の東側、今回の造成ブロックが結構崩壊した

とこなんですけども、そこの東側に、当市が管理しております駐車場がありまして、そちらのほう

の造成ブロックを調査させていただきました。 

あともう一か所は、能生地域の旧能生体育館の市道白山線があるんですけども、ちょうどその東

側に道路に並んでいるブロックといいますか、そちらのほうを調査のほう、させていただいてると

こでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

能生地域、もうちょっと、能生体育館のところのブロックということでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

言葉足らずで、すいません。旧能生体育館といいますか、能生体育館の向かいのちょっと高台に

なっているところに駐車場があるかと思うんですけども、そちらのほうの道路の北側というんです

か、そちらのほうのブロックになります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

私も地震発生時、京ケ峰の被害があって、毎日のようにあそこの前、あそこの前というのは旧体

育館のとこを通って、ここは空積みじゃないのかな、あるいは擁壁大丈夫なんかなと思って通って

いたところでございます。今、福祉センター、旧ね、の建物もあったりするわけなんだけれども、

あそこを見ても、土台から少し傷んでるなということで心配はしているんですけれども、そこも空

積みだというふうにも断定していいんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

磯貝生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 磯貝恭子君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（磯貝恭子君） 

お答えします。 

今言った箇所につきましては、コア抜きによる内部調査を行いまして、コンクリートが充塡され

ている方式だということを確認いたしました。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

ということは、それは練り積みという工法だというふうに受け取っていいわけですね、分かりま

した。ちょっと心配はしてたんですけれども。 

京ケ峰のことに関しては、空積みだと。これが被害を大きくしている大きな原因だというふうに

受け止めているわけなんですけれども、この工事を発注したのは、どこだったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えします。 

今ほどの問合せは、京ケ峰の空積みの部分の修繕をしたってとこですか、あちらのほうは、空積

みということを確認しましたので、私どものほうでコンクリートといいますか、充塡のほうをさせ
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ていただきまして、業者のほうは、後藤組さんに頼んだところでございます。 

○議長（保坂 悟君） 

課長、もともとその工法をしたところがどこだったかという質問だったんです。 

〔「休憩お願いします」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午後１時０９分 休憩〉 

 

〈午後１時１０分 開議〉 

 

○議長（保坂 悟君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

大変失礼いたしました。当該地区につきましては、新潟県の住宅供給公社によりまして施工した

ということになりまして、昭和４０年から４５年にかけて造成したということで記憶しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

私も何だかの報道だったか何かで県の仕事というふうに聞いてはいたんですけれども、現在は、

先ほどの体育館のところじゃないけれども、建築基準法ですか、それによって全部空積みというの

をしないで、練り積みのほうの工法になっているというふうな話も聞くんですが、違法ではない、

違反ではないけれども、この宅地造成したのが空積みだということは、県のほうは、じゃあ知って

いたわけですね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

五十嵐産業部長。 〔産業部長 五十嵐博文君登壇〕 

○産業部長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

当時の基準では、胴込めにコンクリートを使うというブロック積みの基準はないということは承

知しておりました。今回の発災を受けるまでに、あそこは空積みのブロックなんだという認識はな

かったかと思いますが、こういう事象を受けて、いろいろ法令等を調べて、空積みだということは、

県のほうも承知をしております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

やっぱり違反ではないし、違法ではないし、認識があったかどうかはともかくとして、この発生

したのが、でも空積みが大きな原因だと、先ほどからのやり取りの中でそのように受け止めた場合、

県のほうから、このことについて何らかの反応といいましょうか、話というのはなかったんでしょ

うか。あるいは、逆に市のほうから、これを大きな原因だけどもということで詳しい調査、あるい

は支援、そういったことの話はなかったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

特に我々のほうからは、県のほうに一応話をしたということはいたしませんでした。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

五十嵐産業部長。 〔産業部長 五十嵐博文君登壇〕 

○産業部長（五十嵐博文君） 

補足いたします。 

県のほうは、当時の基準に当てはめて問題ない構造物であったということと、もう一個は地震だ

という、そういう認識でした。 

ただ、私どもも実際、市民の方と接しておりますので、そこに、まだ家は何ともなくてもブロッ

クが歯抜けをして崩落していると、いつ家が影響出るかということが分からないということで金額

的には十分ではなかったかもしれないですけど、被災宅地の復元のほうの支援というのを、我々、

京ケ峰等を念頭に置いて、補助制度を市として創設して運営してきて、皆さんからご利用いただい

たものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

やはり何回も言うように、違法でも違反でもないし、その当時の基準にはのっとっていたけれど

も、幾ら地震とは言っても、原因がこうだということになった場合、何らかの、個人的な感覚的な

ものなんですけれどもね、県のほうも、その辺の考慮といいましょうか、責任の一端は少しは感じ

ているのかなというふうには思って、今伺った次第なんですけれども。どうも今のやり取りだと、

その辺のところは感じていないというふうに受け取ってよろしいわけでしょうか。それを酌み取っ
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て市のほうでは、住民の方、被害に遭われた方に対して、市のほうではその辺の制度をやっている

というふうに受け止めたんですけれども、それでよろしかったでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

五十嵐産業部長。 〔産業部長 五十嵐博文君登壇〕 

○産業部長（五十嵐博文君） 

お答えをいたします。 

県から引き継いだものが空積みであって、それが今回影響を受けたことは、その後引き継いで、

建築確認のときでも、その敷地を構うような建築確認行為もあまり出てきてなければ知りようがな

かったということでは、責任という意味では、市のほうは知りようがなかったという気持ちはござ

います。 

ただ、何回も繰り返しになりますけど、被災された方が気の毒だという気持ちというのはあるも

んですから、ぜひお金があれば引っ越しとかいろいろできるかもしれないですけど、実際には、な

かなかできないですよね。ですので、今のところに住み続けていただくために、最初は積み替えで

すとか事業者のほうと相談して、穴を開けて、コンクリに後から裏に注入して、安心して住み続け

ていただける環境を市としてつくっていったという状況になります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

説明のほうは、大体分かりました。理解はしたつもりです。 

ただ、県のほうが何もないのかなって、やっぱり何となくそういうもやもやとした気持ちが残る

し、いかがなものかなと思って、何回か聞かせてもらいました。分かりました。 

その辺のところであれですけども、今住んでる方の話されましたけども、もしも５０世帯に避難

要請されたというふうに、約５０世帯、この中で、ここに住めないで転居されたという方はおられ

ましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

被災直後の調査させていただいてまして、３世帯の方が転居のほうをされたというふうにお聞き

しております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 
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本当にお気の毒だなと思います。分かりました。 

ちょっと時間がなくなったので、すいません、（２）のほう、収容者数については前回、ゆとり

館のことで話もさせてもらったんですけれども、少し触れたんですけども。例えばゆとり館にして

も、災害によっての収容人数の違いというのもあるわけなんで、ゆとり館に限らずだけど、もしそ

ういうのがあれば、それによって収容人数が違うことを今後、示されたほうがいいんじゃないのか

なと思うんですけども、その辺の考えは、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

収容人数につきましては、地域防災計画に規定されているんですが、その後はコロナ禍で密にな

らないようにということで、さらに分散といったようなことで、その施設が何人という形は決まっ

ているんですが、周知はしてないと。また、地域防災計画を見ても、マックスでということになっ

ておりますので、周知は必要だと思いますし、また、行政のほうでも実際に把握しておくといった

ことは大切かと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

お願いします。 

やっぱり災害別にも示したほうがいいんじゃないかと思いますし、見直しよろしくお願いします。 

何でもう一回、今回聞いたかというと、今度この地震で避難場所へ行ったら、ほかの地区の方で

いっぱいで入れなかったという区長さんの意見がありました。それをご承知かと思うんですけれど

も、そういったことがあってはいけないんじゃないかなという中で調べてみたところ、ＶＡＣＡＮ 

Ｍａｐｓというものがあるんですけれども、防災ＤＸの一つなんですが、ＶＡＣＡＮ Ｍａｐｓは、

ご存じでしょうか。もう全国で２００以上の自治体が、これを利用されているというんですけれど

も、ご存じかどうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

今、議員言われたものについてはちょっと把握はしていないんですが、ただ、県のほうで、別の

システムについて今検討しておりまして、令和８年度運用開始を目指して進めているといったよう

な状況です。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

これは、ＶＡＣＡＮという会社が持っているアプリ、あるいはソフトと言ったらいいんでしょう

か。これによって避難所の状況が全部、行く前にもうスマートフォンなりパソコンで分かる、そう

いうシステムであります。 

今、消防長言われたように、この会社ばっかりじゃないのかもしれませんし、そういうの、やは

りあれば、非常に避難においても有意義なんじゃないかなと。県内ではこれを利用しているのは、

私が調べた限りでは、長岡と見附だったかな、に、たしかあったかと思います。防災ＤＸを進めて

いくなら、こういったことも視野に入れてやっていただきたいと思います。 

あと、福祉避難所の話、来年からやっていくというふうになっているんですけれども、要配慮支

援者に対しての受入れ体制について、これまでも初日の日も一般質問でも話もあったりしたんです

けれども、その各避難する施設の中に福祉避難スペース、その受入れについての話が今までなかっ

たなと思うんですけれども、福祉避難スペースに対する考え方、あるいは体制というものは、どう

なってますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

山岸福祉事務所長。 〔福祉事務所長 山岸千奈美君登壇〕 

○福祉事務所長（山岸千奈美君） 

お答えいたします。 

福祉避難スペースにつきましては、今までの災害の中におきましても、まず、避難所のほうに一

旦収容していただいた中で、個別対応ということで、個室等を準備しておったところです。今後の

準備ということで申し上げますと、福祉避難所の施設の設置に併せまして、各避難所の中でも、そ

のスペースを事前に想定して確保しておくというところも計画をしておりまして、体育館のような

ワンフロアのところですと個室というのが難しいので、消防本部のほうともいろいろ知恵をいただ

きまして、簡単なテント方式のものを使ったりということで計画をしているところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

今までこの福祉避難スペースの話題があんまりなかったなと思って、あえて聞かせてもらったん

ですけれども、今計画をしていると。早くその計画を実現して、それから、やはり市民が知ってい

ないといけないんじゃないかなと。各施設において、福祉避難スペース、そこではどんなことがで

きるか、また、そのための準備も必要になってくるんじゃないかなと思いますので、その取組をし

っかりお願いしたいと思います。 

次、上下水道のほうなんですけれども、先ほど耐震化率等を伺ったんですけど、これって全国平
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均からすると私の感覚としてはちょっと低いかなと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

山口ガス水道局長。 〔ガス水道局長 山口和美君登壇〕 

○ガス水道局長（山口和美君） 

お答えいたします。 

先ほどの答弁のほうで申し述べたのが、基幹管路、基幹の耐震化率ということでお知らせいたし

ましたが、それに関していいますと、全国平均が２８％になりますので、それよりは上回っている

状況にあります。 

ただ、今回の能登半島地震を受けまして、いろんな見方で、いろんな分析が今入っているところ

で、国のほうでも耐震化率については、いろんな方法で出す調査が入っております。それの調査の

内容によっては、全国平均に満たないものもございます。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

それにのっとって、耐震化計画というものができていくかと思うんですけれども、今答弁等は策

定中ということなんですけども、見通しとしては、いつ頃までに策定される予定でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

山口ガス水道局長。 〔ガス水道局長 山口和美君登壇〕 

○ガス水道局長（山口和美君） 

お答えいたします。 

今回、やはりこの能登半島地震を受けまして、国のほうは、上下一体の耐震計画ということで、

早急につくるようにということで、国からは依頼指示が来ております。今の状態ですと、１月末ぐ

らいまでには国のほうで報告が必要でありまして、国もそれを受けての公表を考えているというこ

とで、指示がございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

それともう一つは、能登半島地震の教訓から、断水が長期化したということで、小規模分散の今

考えていると、小規模分散も考えていくという話で、まず、能登半島のほうで、それを小規模分散

化していくという話があるんですけれども、地形やなんか見ると、この地域もそういった地理的要

件は同じのように思うわけですけれども、小規模の分散化、何か以前の合併前の状況に戻るような

感じが、感覚的にはするんですけれども、リスクとしては少なくなるのかなと思うんですけども、
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もしもこれが進めていった場合の考えというのは、何かあるでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

山口ガス水道局長。 〔ガス水道局長 山口和美君登壇〕 

○ガス水道局長（山口和美君） 

地形的な問題があるかと思います。今まで国のほうでは、やはり経営状況を勘案いたしまして、

広域化とかそういった形のものを進めてきた経過がございます。 

ただ、今回の能登半島地震におきまして、小規模といいますか、分散型も考えなければいけない

んじゃないかというお話かと思うんですが、今現状でいいますと、糸魚川市の場合、簡易水道、こ

ちらのほうは各谷谷で幾つかの水源を確保しておりますし、上水道につきましても水源については、

何か所か確保した状況で運営している関係上、ある程度のカバーはできると考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

これから耐震化計画、これをまた実際にやっていこうとなると、かなりの予算が必要になってく

るのかなと思うわけですけれども、その辺の見込み、これからどうなっていくのかと思うんですが、

その耐震化をやっていくに当たっての予算化というものは、今どのように考えてますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

山口ガス水道局長。 〔ガス水道局長 山口和美君登壇〕 

○ガス水道局長（山口和美君） 

お答えいたします。 

今回、計画の策定を指示されてます内容につきましては、令和７年度から５か年程度ということ

で指示があります。また、それ毎年フォローアップをする中で、国のほうでは把握するということ

で、Ｑ＆Ａには回答がございます。国のほうもこれを受けまして、それなりの補助事業のメニュー

を考えていらっしゃるようなんですが、今のところ、まだちょっと詳細のほうは分かりかねるんで

すが、今までも耐震については、やってきてないわけではございませんので、しばらくは、そのス

キームにのっとった形で対応してまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（保坂 悟君） 

田中議員。 

○１１番（田中立一君） 

水のことについて、本当に今回の地震を受けて、大変だなと、大事なインフラだなと思っている

わけでありますし、しっかり耐震化計画の中で、できれば市民の負担が少ないほうがいいわけです

けれども、そのような形で進めていくことをお願いして、私の一般質問を終わります。 

○議長（保坂 悟君） 

以上で、田中議員の質問が終わりました。 


